
連載コーナー

♦優しい声かけができました♦
～認知症声かけ隊養成実践訓練～（貴船・土師六区・土師八区・弥栄）

【問合先】桂川町地域包括支援センター（桂川町総合福祉センター内）　☎６５・４４０１

地域包括支援センターだよりCommunity

「今後は、心配な方がおられたら、行政区長や民生委員に連絡をしよう」という意
見もありました。

食事のことを忘れるように話題を変えたり、否定をせずにご本人の思いに寄り添っ
ていました。

今日はゴミの日じゃないですよ。火曜日の朝

に、声をかけますね。あと、缶と燃えるゴミ

は分けて出すので、缶の日にも教えますね。

それは、困りましたね。

私が一緒に家まで行きましょう

お昼ごはん食べてない、

お腹すいた

ごはんね、ちょっと待ってね。

お茶でも飲む？

今日は、燃える

ごみの日よね？

家がわからなくなった

声をかける時のポイント

〇「声かけはまず挨拶から」

〇「1 人で声かけが不安な時は、
　  二人で一緒に対応する」

〇「否定をせずに説明をするこ
　  とが重要」

認知症役をたくさんの方に体験してもらうことで、どんな不安な気持ちを持ってい
るかを一緒に考えました。

【貴船区】令和元年 7 月 10 日（水）貴船公民館  25 名参加
〈テーマ〉～散歩中～

【土師六区・土師八区】令和元年 9 月 9 日（月）土師六区公民館  20 名参加
〈テーマ〉～昼食後～

【弥栄区】令和元年 9 月 15 日（日）弥栄公民館  28 名参加
〈テーマ〉～ゴミ出し～

　今年度の声かけ訓練は、知らない人に声をかけるだけでなく、良く
知っている地域の方が認知症になったら、と想定し、貴船・土師六区・
土師八区・弥栄の 4 地区で実施しました。
　アドバイザーとして、在宅介護支援センター明日香園の谷口裕司氏、
福岡県認知症医療センター飯塚記念病院の江頭関巳氏も参加いただき
ました。どの地区でも、とても優しい声かけができていて、和やかな
雰囲気でした。地域で困っている方がおられたら声をかけて住みやす
い地域にしようという思いが伝わってきた訓練となりました。
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